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[イカリ消毒株式会社] 

安全データシート(SDS) 
作成日：2022 年 2 月 7 日 

 

１．化学品及び会社情報 

製品名 ： テント用 撥水・虫よけスプレー（250mL） 
整理番号：22858  版数：01 

供給者の会社名称    ： イカリ消毒株式会社 

住  所    ： 東京都渋谷区千駄ヶ谷５丁目２７番１１号 

担当部門    ： 商品開発部 

担当部門住所    ： 千葉県習志野市茜浜１－１３－４ 

電話番号    ： 047-451-5160              FAX 番号  047-451-0916 

緊急連絡先    ： 商品開発部             電話番号 047-451-5160 

推奨用途及び使用上の制限： 布用防虫成分入り防水・撥水剤 

(布用、人に向かってスプレーしない) 

 

２．危険有害性の要約 

ＧＨＳ分類   

物理化学的危険性： 

記載以外の項目は区分に該当しない、もしくは分類できない 

引火性液体              区分に該当しない 

可燃性･引火性エアゾール        区分 1 

高圧ガス               区分に該当しない 

 

健康に対する有害性： 

急性毒性（経口）           分類できない 

急性毒性（経皮）           分類できない 

急性毒性（吸入：気体）        区分に該当しない 

急性毒性（吸入：蒸気）        分類できない 

急性毒性（吸入：粉じん･ミスト）    分類できない 

皮膚腐食性/刺激性           区分 2 

眼に対する重篤な損傷性/眼刺激性    区分 2Ａ 

呼吸器感作性又は皮膚感作性      分類できない 

生殖細胞変異原性           分類できない 

発がん性               分類できない 

生殖毒性               分類できない 

特定標的臓器毒性（単回ばく露）    区分 3        （気道刺激性、麻酔作用） 

特定標的臓器毒性（反復ばく露）    区分 1        （神経系） 

誤えん有害性             区分に該当しない 

 

環境に対する有害性：  

水生環境有害性 短期（急性）     区分 1 

水生環境有害性 長期（慢性）     区分 1 

 オゾン層への有害性          分類できない 

 

 GHS 分類に該当しない他の危険有害性：   吸い込むと呼吸困難や肺炎をおこすことがある。 

二酸化炭素は、人の健康に対する有害な影響；高濃度の二 

酸化炭素を吸入すると、意識昏睡となって死亡することも 

ある。 

環境への影響；地球温暖化の原因である温室効果ガスの一 

つであるが、通常の状態では環境への影響は無い。 
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ＧＨＳラベル要素 

絵表示又はシンボル： 

            
 

注意喚起語： 危険 

危険有害性情報： 極めて可燃性の高いエアゾール 

高圧容器：熱すると破裂のおそれ 

皮膚刺激 

強い眼刺激 

呼吸器への刺激のおそれ 

眠気又はめまいのおそれ 

長期にわたる、又は反復ばく露による神経系の障害 

水生生物に非常に強い毒性 

長期継続的影響によって水生生物に非常に強い毒性 

注意書き：  

【安全対策】  

         熱，高温のもの，火花，裸火及び他の着火源から遠ざけること。禁煙。 

裸火又は他の着火源に噴霧しないこと。 

使用後を含め、穴を開けたり燃やしたりしないこと。 

取扱い後は手をよく洗うこと。 

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること。 

屋外又は換気の良い場所でだけ使用すること。 

粉じん／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないこと。 

この製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしないこと。 

環境への放出を避けること。 

【応急処置】  

皮膚に付着した場合：多量の水と石けんで洗うこと。 

                    皮膚刺激が生じた場合：医師の診断／手当を受けること。 

汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。 

眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用して 

いて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 

眼の刺激が続く場合：医師の診察／手当てを受けること。 

吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

気分が悪いときは医師に連絡すること。 

気分が悪いときは，医師の診察／手当てを受けること。 

漏出物を回収すること 

【保管（貯蔵）】 

日光から遮断し、50℃以上の温度に暴露しないこと。 

 換気の良い場所で保管すること。容器を密閉しておくこと。 

施錠して保管すること。 

【廃棄】           

内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に委託廃棄す 

ること。 
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３．組成、成分情報 

単一化学物質・混合物の区別   混合物 

成分名 CAS No. 含有量 

ノルマルヘプタン 142-82-5 80～90％ 

メチルシクロヘキサン 108-87-2 0.1～10％ 

n-ノナン 111-84-2 0.1～10％ 

sec-ブチル=2-(2-ヒドロキシエチル)ピペリジ
ン-1-カルボキシラート 

119515-38-7 1～10％ 

sec-ブチル=アルコール 78-92-2 0.1%未満 

アルカン(C=10～14) 93924-07-3 1～10％ 

二酸化炭素 124-38-9 1～10％ 

フッ素系アクリル共重合樹脂 登録済 非開示 

エチレングリコール系化合物 登録済 非開示 

 

危険有害成分 

化学物質管理促進法（PRTR） 

第一種指定化学物質        指定化学物質はない(又は閾値未満) 

第二種指定化学物質        指定化学物質はない(又は閾値未満) 

労働安全衛生法 

     第５７条 表示対象物質       ノナン No.432、ノルマルヘプタン No.526、 

メチルシクロヘキサン No.576 

第５７条の２ 通知対象物質        ノナン No.432、ノルマルヘプタン No.526、 

メチルシクロヘキサン No.576 

毒物及び劇物取締法            非該当 

 

４．応急処置 

吸入した場合：   被災者を直ちに空気の新鮮な場所に移動させ、安静にし、当該ＳＤＳや製品ラベ 

ル情報を医師に示して直ちに医療機関で手当てを受ける。 

皮膚に付着した場合：汚染された衣類、靴を脱がせ、速やかに製品に触れた部分を大量の水または微温湯

と石けんで洗浄する。外観に変化がみられたり、痛みが続く場合は直ちに医療機関

で手当てを受ける。 

眼に入った場合：   直ちに大量の清浄な水でまぶたの裏も含めて最低15分間洗浄注意深く洗浄した後、

眼科で手当てを受ける。 

飲み込んだ場合：  直ちに水でよく口の中を洗浄し、医療機関で手当てを受ける。嘔吐物は飲み込ま 

せないようにする。 

 

５．火災時の措置 

適切な消火剤：      水［×］  炭酸ガス［○］  泡［○］  粉末［○］  乾燥砂［×］ 

使ってはならない消火剤： 棒状の水を放射する消火器は使用しない 

 

６．漏出時の措置 

人体に対する注意事項，保護具及び緊急時措置： 

・屋内の場合、処理が終わるまで十分に換気を行う。 

・作業の際には必ず保護具（有機ガス用防毒マスク、耐溶剤性手袋、保護眼鏡、 

保護衣等）を着用し、飛沫等が皮膚に付着したり、噴霧粒子を吸入しないよう 

にする。 
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環境に対する注意事項： 

・流出した製品が河川等に混入し、環境へ影響を起こさないように注意する。 

封じ込め及び浄化の方法及び機材： 

・漏出物は乾燥砂、土、その他不燃性のものに吸収させてスコップ、ウエス等で

すくい取りまたは掃き集めて回収する。大量の流出には盛土で囲って流出を防

止する。 

・回収物は密閉できる空容器に回収し、関連法規に基づいて処置する。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

可燃性製品によることの注意： 

・高圧ガスを使用した可燃性の製品であり、危険なため、火気の注意を守ること。 

・炎や火気の近くで使用しないこと。 

・火気を使用している室内で大量に使用しないこと。 

・高温にすると破裂の危険があるため、直射日光の当たる所やストーブ、ファン 

ヒーター等の暖房器具近くなど温度が 40℃以上となる所に置かないこと。 

・火の中に入れないこと。 

・使い切って捨てること。 

取扱い：  

・換気の良い場所で取り扱う。 

・容器はその都度密栓する。 

・皮膚、粘膜、又は着衣に付着したり、眼に入らないように適切な保護具を着用 

する。 

・取扱い後は手・顔などを良く洗い、休憩所などに手袋などの汚染保護具を持ち 

込まないこと。 

・密閉された場所における作業では、十分な局所排気装置を付け、適切な保護具 

を着けて作業すること。 

保管：  

・保管場所は、食品、食器、飼料などと区別し、小児などの手の届かない所で、 

直射日光が当らない乾燥した涼しい場所にする。 

・容器は熱、発火源から離れた場所で、40℃以上にならない所に保管する。 

・他の容器に移して保管しないこと。 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

保護具：  状況に応じて次の保護具を着用すること。 

呼吸用保護具        有機ガス用防毒マスクを着用する。 

手の保護具               耐溶剤性手袋を着用する。 

眼，顔面の保護具         JIS 規格に適合したできればサイドシールドがある保護眼鏡を着用する。 

大量に使用したり飛沫が飛ぶ場合は、保護面を使用する。 

皮膚及び身体の保護       長袖、長ズボンを着用する。 

 

９．物理的及び化学的性質 

（原液の情報） 

物理状態                液体 

色                   無色透明 

臭い                  僅かな臭気 

沸点又は初留点及び沸点範囲       情報なし 

可燃性                 情報なし 

爆発下限界及び爆発上限界／可燃限界   上限:７vol% 下限:１vol% (ヘプタンの情報） 

引火点                 代表値-5℃(ヘプタンの情報） 

自然発火点               情報なし 

分解温度                情報なし 

pH                   情報なし 

動粘性率                情報なし 
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蒸気圧                 情報なし 

密度及び／又は相対密度         (比重)0.699（20℃） 

相対ガス密度              情報なし 

粒子特性                情報なし 

 

10．安定性及び反応性 

反応性：   通常の取扱においては安定。 

化学的安定性：      通常の取扱においては安定。 

危険有害反応可能性：   下記の分解生成物が発生するおそれがある。 

避けるべき条件：   熱や発火源を避けること。 

混触危険物質：   情報なし 

危険有害な分解刺激性：  刺激性ガス［○］ ＮＯｘ［○］ SＯｘ［－］ その他［ＣＯ］ 

 

11．有害性情報  

（原液の情報） 

急性毒性（経口）          LD50 >2,000 mg/kg (組成からの推定値） 

急性毒性（経皮）          情報がなく、分類できない 

急性毒性（吸入：気体）       物理的状態又は化学構造が該当しないため 

急性毒性（吸入：蒸気）       情報がなく、分類できない 

急性毒性（吸入：粉じん・ミスト）  情報がなく、分類できない 

皮膚腐食性/刺激性          区分 2に該当する物質を 10%以上含有するため 

眼に対する重篤な損傷性/眼刺激性   区分 2A に該当する物質を 10%以上含有するため 

呼吸器感作性又は皮膚感作性     情報がなく、分類できない 

生殖細胞変異原性          情報がなく、分類できない 

発がん性              情報がなく、分類できない 

生殖毒性/授乳を介した影響      情報がなく、分類できない 

特定標的臓器毒性（単回ばく露）   区分 3(気道刺激性、麻酔作用)に該当する物質を 20%以上含有 

するため 

特定標的臓器毒性（反復ばく露）   区分 1(神経系)に該当する物質を 10%以上含有するため 

誤えん有害性            情報がなく、分類できない 

 

12．環境影響情報 

（原液の情報） 

生態毒性（急性）      区分 1に該当する物質の含有量による計算結果が 25%以上となるため(加算法) 

生態毒性（慢性）      区分 1に該当する物質の含有量による計算結果が 25%以上となるため(加算法) 

残留性・分解性        情報なし 

生態蓄積性            情報なし 

土壌中の移動性        情報なし 

オゾン層への有害性    情報なし 

 

13．廃棄上の注意 

・自治体の条例や指導に従って処分すること。 

・使用残、容器等の廃棄物は、許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理すること。 

・容器、機械・装置等を洗浄した廃水等は、地面や排水溝へそのまま流さないこと。 

・廃水処理、焼却などにより発生した廃棄物についても、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び関

連する法規に従って処理を行うか、委託すること。 

・河川、湖沼、下水道等の水系や地下水を汚染する場所には捨てないこと。 

 

14．輸送上の注意 

共通： 運搬に際しては、容器の漏れのないことを確認して、転倒、落下、損傷がないよう

に積み込み、荷崩れの防止を確実に行うこと。 

陸上輸送：  消防法、労働安全衛生法に該当する場合は、それぞれの法規に定められた運送方法 

に従うこと。 

海上輸送：  船舶安全法の定めるところに従うこと。 
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航空輸送：  航空法の定めるところに従うこと。 

国際規制    

国連分類： クラス 2.1 

国連番号：  UN1950 

品名：     エアゾール（引火性） 

容器等級：  － 

海洋汚染物質： 該当 

 

15．適用法令 

薬機法:                 非該当 

消防法:                  危険物第 4類第一石油類（非水溶性） 

化学物質排出把握管理促進法（ＰＲＴＲ法）: 

第一種指定化学物質         指定化学物質はない(又は閾値未満) 

第二種指定化学物質            指定化学物質はない(又は閾値未満) 

労働安全衛生法: 

第57条 表示対象物質           ノナン No.432、ノルマルヘプタン No.526、 

メチルシクロヘキサン No.576 

第57条の2 通知対象物質       ノナン No.432、ノルマルヘプタン No.526、 

メチルシクロヘキサン No.576 

毒物及び劇物取締法:                          非該当 

 

16．その他の情報 

参考文献  テント用撥水・虫よけスプレー 6NA418033 2021 年 8 月 27 日 SDS 住化エンバ

イロメンタルサイエンス株式会社 

  

記載内容は現時点で入手できた資料や情報に基づいて作成しておりますが、記載のデータや評価に関して

は、いかなる保証をなすものではありません。また、記載事項は通常の取扱いを対象としたものですので、

特別な取扱いをする場合には新たに用途・用法に適した安全対策の実施をお願い致します。 

本品の使用に際しては、ラベル等の記載をよく読み、十分理解した上で、使用方法および用途を厳守して

使用して下さい。 

 

【改訂履歴】 

2022 年 2 月 7日：委託先 SDS により作成。JIS Z 7253:2019 に準拠。整理番号 22858 版数 01 

 

   

 


